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甲南大学ダイバーシティ＆
インクルージョンシンポジウム

0. はじめに

1. 開会の挨拶

甲南大学学長　中井 伊都子

日時

開会

令和 6年 12 月 11 日

午前 10時 40分

笹倉 香奈 法学部教授

皆様こんにちは。これより、甲南大学基礎共通科目「DE＆I 入門」2025年度新規開講記念公開シンポジウムを開催
いたします。
私は、本シンポジウムの司会を務めます、「KONAN Diversity ＆ Inclusion Project：彩り豊かなキャンパスの成長に
向けて」のプロジェクトメンバーの笹倉と申します。法学部で刑事訴訟法の科目を教えております。どうぞよろしく
お願いいたします。
それでは初めに、甲南大学長：中井伊都子より、開会の挨拶をさせていただきます。中井学長、よろしくお願いします。

皆さん、おはようございます。只今、ご紹介いただきました中井です。
甲南大学は 2024年の3月に甲南学園全体としてダイバーシティ＆インクルージョン宣言を出しました。この宣言の

制定により、様々にダイバーシティ＆インクルージョンについて理解を深めながら、私たちのキャンパスをよりよい
キャンパスにしていこう、よりよい学びの場にしていこうという決意を新たにしました。
この宣言を制定できただけではなく、制定の過程で大勢の方々と議論を重ねられ、D&Iを考える・議論する雰囲気
を醸成できたことが 1つの成果であったと思っています。また制定の過程においては、本日お話頂きます望月先生が
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2024 年度　KONANプレミア・プロジェクト

多様化する現代社会においては、一人ひとりの人権と価値観を尊
重し、共に生きていく知恵を身につけ実践することが求められます。
私たち甲南大学教職員は 2023 年度から KONAN プレミア・プ
ロジェクトとして、「ダイバーシティ＆インクルージョン（D＆I）」
について学ぶ研修を重ね、学生の皆さんと取組を行ってきました。
そして2024年3月、甲南学園として「KONANダイバーシティ＆
インクルージョン宣言」が制定されました。2025年度はいよいよ
学生と共に学ぶための授業「DE＆I入門」がスタートします！
本シンポジウムでは授業の予告とともに、大阪大学ですでに行わ
れている D＆I 授業を紹介します。さらに、今年度も学生の皆さん
と行ってきた活動についても報告します。
ぜひご参加ください！
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【司会：笹倉教授】
学長　中井伊都子

私たちが 2025年度から開講予定の「DE＆I 入門」という授業に先行して、長く D&I の教育に携わっておられる大阪
大学様のダイバーシティ＆インクルージョンに関する授業をご紹介いただいて、私たちがどのように取り組めば良い
のか、ご知見をいただきたいと思っております。望月先生には大変お忙しいところお越し下さり、本当にありがとう
ございます。

ただ今の学長のお話にもございましたが、多様化する現代社会においては一人一人の人権や価値観を尊重し、とも
に生きていく知恵を見つけて実践することが求められます。私たち甲南大学教職員は 2023 年度から甲南プレミアプ
ロジェクトとして、ダイバーシティ＆インクルージョンを学ぶ研修を重ね、あわせて学生の皆さんとともに取組みを
行ってまいりました。
そして 2024 年 3月、学長のお言葉にもございました「KONAN ダイバーシティ＆インクルージョン宣言」を制定し

ました。これはホームページでご覧いただけます。
そして来年度、2025 年度にはいよいよ学生の皆さんと一緒にこの DE＆Iについて学ぶための授業、「DE＆I入門」が

スタートいたします。このように甲南大学では、ダイバーシティとインクルージョンを推し進めておりますが、その
過程で大阪大学様から様々に教えをいただきました。その大阪大学様ですでに行われています D&Iの授業を御紹介い
ただきます。お話ししてくださいますのは、大阪大学キャンパスライフ健康支援・相談センターの望月直人准教授です。
望月先生のご専門は、発達障害・障害学生支援、そして教育虐待の分野です。障害のある学生のサステイナブルな
サポート体制の構築に向けて、実践・研究を行っておられます。
それでは、望月先生、どうぞよろしくお願いいたします。
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所属されておられる大阪大学様には本当にいろんな知見をいただきまして、先行事例、ご経験を教えていただきなが
らここまで進んでまいりました。



大阪大学授業「ダイバーシティ＆インクルージョンの世界」の紹介2.

大阪大学キャンパスライフ教育支援・相談センター
望月 直人 准教授

大阪大学キャンパスライフ健康支援・相談センター　望月 直人 准教授

皆さん、こんにちは。大阪大学の望月と申します。
私は、もともと心理学、臨床心理学、発達心理学に取組み、発達障害や精神疾患のある方のサポートや家族支援の
実践研究を行っております。大阪大学では、障害のある学生をサポートする部署で、合理的配慮を調整する部署の教
員として部署全体の統括をしております。私から DE&Iに関する授業についてのお話や、大阪大学で実施しておりま
す具体的なお話をさせていただきますが、内容のベースは、やはり障害に関連する分野に特化している面があります
ので、本日は全体的な話も少し入れつつ、一部専門に偏った内容となります点をご了承いただければと思います。

元来、図 1のような授業の背景もありますが、国連や国際
的な組織において DE&I という言葉自体は、甲南大学におい
ても３月に宣言を出されておられていますし、世界的に見て
もこのような風潮・流れがあります。多様性と包摂性という
言葉もあり、このような言葉を使っていれば、それで良いと
言いましょうか、今は反対をする流れもありませんが、実際
には難しいところが本当にありまして、そのような意味でも
宣言や方針、D&I が大切だというだけではなく、何を具体的
に行うのかとしっかり向き合い、取り組まなければならない
と感じています。
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【図1】 D&Iに取組む背景



この図 1 のように、実際の社会においてはマイノリティ
の包摂性を担保する流れがあるのですが、マイノリティを
あえて他者化する形で排除傾向が一方で存在するのではな
いか、とも指摘されています。理念としてはとても大事な
のですが、マジョリティとマイノリティの形で区別し過ぎ
たり、障害について言及しますと、障害のある・なしの形で、
障害のある人はこのようなサポートを受けられますよ、と
明確にし過ぎる一方で、それによって障害のある方とない
方を分けて、障害のある方を配慮する流れがあるのではな
いかという点は、本当の意味で実施する際には難しいとこ
ろでしょう。DE&Iというものが、そのようなものを一まと
まりにしての多様性とか包摂性という話だと思うのですが、
　なかなかそのようには捉えきれていません。学校教育においても、そのようなことがなかなか進んでいないという現
状があり、障害においては、特別支援教育や性の多様性などが限定的にはありますが、きちんと人材を育てていく流れ・
教育という部分をどのようにして作っていくのかという点が今日これまでの課題であり、状況であると思います。後
にもお話し致しますが、このスライド（図2）のように、大阪大学においてもこれまでは障害児教育、部落問題、マイ
ノリティに関連する外国人問題、SOGI など、そのような単体については授業においても扱い、それらをテーマにす
ることはありましたが、それが DE&Iの視点からであったのか、という部分はこれまで欠けていたと感じます。各部
局や各専門の個々の教員レベルにおいては、授業としても展開されていましたが、全体像としての DE&Iという文脈
や切り口、考え方を取り入れたのは、本当に最近になってからのことであります。

先ほど中井学長や笹倉先生より、大阪大学が甲南大学と色々と協力したと言われていますが、大阪大学においても
まだ 2021年、3年前に推進宣言を出したところであり、DE&Iセンターの活動もまだ 2 年しか経過していません。大阪
大学の方が何か先導的に取り組んでいると偉そうに言える立場では全くありませんし、私自身も今回紹介します「ダ
イバーシティ＆インクルージョンの世界」という科目を開講しています DE&Iセンターというところで、私は兼任教
員として参画し、活動の一部を担当しているとはいえ、全体の部分を専門的に網羅している訳ではございません。一
部を担っているに過ぎませんので、協力したと言っていただけるのはありがたいですが、皆さんと一緒に進め、対話
しながら、よりよい形を今後つくっていくという段階である点を是非ご理解いただきたいですし、簡単にDE&I宣言を
出したり、DE&Iを進めましょうと言っても、なかなか大阪大学においても上手く進んではおりません。正直申し上げ
ますと、非常に困難な問題がたくさんあるので、課題に向き合うことが成長に繋がるのではないかと思っています。
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【図2】 大阪大学での D&I 関係の授業

【図 3】 D&I の世界（西岡英子・島岡まな）各回のテーマ

この「ダイバーシティ＆インクルージョンの世界」とい
う科目はオムニバス形式です。様々な分野の専門の方から、
様々にご自身の関連する切り口でお話をしていただきます。
つまり心理学や障害など特定の分野に特化せず、様々な角
度からお話をし、またオンデマンド授業の形にすることで、
学生さんには比較的受講しやすいものとなっています。で
すので受講者数はとても多数である点が特徴であり、授業
満足度も高くなっています。
授業の主たる担当は西岡先生と島岡先生が担当されてお
られますが、図3の赤字部分が私の担当箇所でして、障害に
関連するもので社会モデルの背景を説明しています。多分
皆さんも合理的配慮という言葉をご存知かと思います。（参
加者拍手）ご存知の方が多いように見受けましたが、きち
んと説明するとなりましたら、とても難しいかもしれません。
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シンプルに表現しますと、障害という言葉を聞いた際、障害を個人の中に起因させるというよりは、マジョリ
ティが構築してきた社会環境が障害を作っているのだ、マイノリティを想定していない社会構築が問題だ、とい
う考え方です。社会モデルに基づいた障害観を醸成させることが共生社会に繋がるという考え方で、障害者差別
解消法が日本でも 2016年に施行されてから、日本の中でそのような体制が作られている状況にあります。
甲南大学さんも障害のある学生さんをサポートする部署があると思いますが、例えば本日の私のお話は、この
ように口頭でお話をしています。ですが耳の不自由な方が受講されておられましたら、健常の方と比較して、そ
の方にお話の内容が届かないということになります。もちろん資料があったとしても、です。それは多分皆さん
も想像できると思います。そのような際に、それは自分で耳を治さないから届かないのだという考え方ではなく、
耳が聞こえないという機能の部分は仕方がないため、それを健常の方と同じように授業が受けられないのは、耳
の不自由な方の参加を想定していない大学・環境側が作っているのだ、という考え方です。ですので、教育環境
や社会環境が障害をより悪化させたり、障害を作っているのだと考えて、その環境を変えていく。環境をできる
だけ、耳が健常に聞こえる方と同じように受講できる状況をつくりましょうという考え方が、合理的配慮だと思っ
て頂ければ良いと思います。
今、私がこの場でお話していることが、例えば最近よく話題に出ている音声認識の装置によって字幕のような
ものが出るなど、もっともっとそのような態勢となっていれば、まさに DE&Iとしての多様な人たちが聴講でき、
インクルーシブな教育環境になっている、ということになります。
大阪大学でもそのような体制が、まだまだできている訳ではありませんが、そのような方がいる時にだけ対応
する、ということではなく、インクルーシブな教育環境ですべての授業が提供され、先生方の負担も少ない形で
行えると良いのではないかと思っております。なお授業内容ですが、講師には経済学、障害学、女性学がご専門
の先生方や、看護に携わる先生も配置し、様々な知見をお持ちの先生方が、ご自身の専門分野とダイバーシティ
に関わる課題とを関連付けながら講義を進めています。実務的な話題が多いため、聴講する学生さんとしても、
理解しやすく、取っつきやすい内容になっていると思われます。
また授業では、「equal i ty」だけではなく「equity」、つまり公平性の視点も大事にしており、その点で昨今は

「D&I」という言い方だけではなく、「DE&I」という表現の仕方も広まっています。そのような考え方も一緒に学
びながら、今までとは違う視点で皆さんが社会の見方をいかに変えていくか、新しい視点を獲得できることを目
指す、という内容となっています。
授業形態では、オンデマンドでも実施しており、まだまだ知識・考
え方を普及する段階、つまり知識伝達型であり、意識の啓発という面
もあり、まさに「入門」という形で展開しておりますので、今後本格
的にどのように実践的な知識を持てるようになるか、については、ま
だまだ課題であると思います。この点については、この後のより詳し
い授業の紹介の際に、大阪大学では試みにこのような内容も実施して
いますとお伝えできるかと思います。

それでは、大阪大学の講義科目である「D&Iの世界」をもう少しご紹
介します。この授業では、そもそもダイバーシティ、多様性とは何な
のか、どのような意味があるのかを学びますし、DE&Iを巡る様々な課題・
問題を通じて、自分のことを知るだけではなく、他者のことをも知る、
ということに繋がりますし、他者にも向き合えるきっかけになること
が授業の目標になっています。学習目標、授業の目的と概要は次のよ
うになっています。（図 4、図 5）
ところで大阪大学で力を入れている概念として、「アンコンシャス・バ
イアス」があります。皆さん、お聞きになられたことは、ありますでしょ
うか？日本語で「無意識の偏見」というものです。「合理的配慮」とい

【図 4】授業「D&I」学習目標

【図 5】授業「D&I」目的と概要



この分かりにくい「アンコンシャス・バイアス」という概念。社会心理学ではよく使われる言葉ですが、ステレオ
タイプ的に「この人は、このような人だ」と、対人関係を築く上では当たり前のように思い込むことがあります。しかし、
それが行き過ぎると、偏見に繋がります。これを防ぐために検定試験に類するものもありますので、ネットで検索し
てみて下さい。
例えば、皆さんが単身赴任、特に家族で単身赴任をしている人がいる、という時に、思い浮かべやすいのは、多分男性、
お父さんと思われるかと思うのですが、これこそ思い込み、アンコンシャス・バイアスです。女性が単身赴任される
こともある訳です。それは意識の中に、単身赴任して自宅と違う場所にいて働いている方の性別と言えば、男性の方
が多いっていう認識が、皆さんの土壌の中に埋め込まれているということです。このアンコンシャス・バイアス自体
は誰にでも起こり得ることですし、それを失くすことは難しいので、そのような自分の思考の癖、傾向、どんなこと
にバイアスを持っているかに気づくことが大事だという話になります。
授業では、このように今までの知識にさらに新しい考えをアップデートすることが目標となっていますし、評価レ
ポートもある程度テーマ的に沿った形ものを、回数を分けて実施し、学生さんとしてはそれほど負担がない形にして
います。これは、できるだけ単位を取ってもらうというだけではなく、多くの学生さんに受講してもらいたい、とい
う意図がありますし、その評価のハードル云々というよりは、学びをいかに広め、浸透させるかという点を重視し、
各界の著名の人にも加わって頂き、様々な分野のお話を聞いて頂くこともあり、学生さんに人気科目となっています。
私自身もオンデマンドで他の講義を見ることがありますが、とても勉強になる内容です。
しかしです。知識を広め、深めることは大事だと思うのですが、講義する側としては、障害者支援の分野に関連す
る研究をされておられる方、子育て支援の分野での専門家でもあるので、いかにここから実際の態度、行動変容へ受
講者を導けるかについて取り組むことが大切です。いきなりその段階へ、ということは難しいかもしれませんが、一
部並行してできるのではないかということで、「共生社会実践」という授業も実施しております。

それでは次に、その「共生社会実践」という科目を紹介します。
これは、冒頭にお伝えしたような背景だけではなく、社会人と
しての基礎力を養成することを目指し、かなり人数を絞った形の
授業とし、実践的な内容となっておりまして、１つの取組として
皆さんにご紹介できればとの思いで開講しているものです。
大学の教育として、社会人基礎力の育成が求められていること
は、多分皆さん、当たり前のようにご存知でしょうし、大学から
皆さんが社会に出て行かれますので、そのことは社会からも学生
さんからも求められているであろうとイメージがつきやすいかと
思います。そこで共生社会の意識、多様性の意識を底上げし、高
めるような授業ができないかな、と思いました（図 6）。

その一つとして、産学連携のような形で実施したプロジェクトがあります。それも授業の一環で実施したもので、
保護者向けの D&I のイベントを企画する、というものです。某百貨店とコラボしながら実施しましたが、授業の一環
として共生社会に関心のあり、かつ、この授業の受講生を募集しました。応募は 20人弱だったかと思います。百貨店
側さんと話をしながら、多様性を高められるようなイベントづくりを、参加学生と一緒に実施し、学生さんの成長を
見ていけたら良いということで、子供服売場での子育ての多様性に気づけるような内容を意図した企画を学生さんに
考えて頂き、実際に実装していくことを授業で実施しました。企業とのやり取りを通し、社会の課題を考えていく。
社会人基礎力の養成のため、インターンシップのような要素も盛りこめたのではないかと考えています（図 7）。
受講登録者の中から最後まで参加した学生さんらは 15名でした。授業最後まで残ったのは女性だけでしたので、女
性の方が活発に動かれていたと記憶しています。この授業でアンケートを取りながらデータ収集・分析を行いました。

6

【図 6】授業「共生社会実践」背景　

う名称と同じくらいご存知かと思いますが、この考え方もオンライン研修にて、全教職員、全学生が受けられるよう
にしています。毎年バージョンアップをしています。
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今回データ自体は数も少なく大した内容ではありませんで
したが、学生さんの自由記述の感想を見ますと、内容の変化
から多様性へと意識が高まる部分があるのだということを、
皆さんにも紹介できるのではないかと思います。
スライドにございます「質問紙」（図8）。これは皆さんにとっ
て、それほど関心が高いものではないかもしれませんが、そ
れでも多様性への意識や、それに関連する尺度というものは、
あまり日本でも標準化されていないところがあり、それほど
コメントは多くはない中で選んだものがこの内容でした。多
様性と困難を含む改善への関与度や尺度。これらの意識をど
のように持てるのか。困難さへの寛容性というものに、どの

授業理解に関する測定項目ですが、ここには企画した教員側が伝えたかった事柄が理解できたか、という観点を
含めています。すなわち

【図 8】授業「共生社会実践」質問紙

【図 7】授業「共生社会実践」方法

なお、社会人基礎力を測定する尺度というものも使いながら、学生が百貨店側とやり取りして社会で役立つ力が
どの程度成長するのかを見守りました。さらに授業の理解に関連する独自の測定項目を設けて分析・考察しました。

などです。DE&Iという言葉を使ってはおりませんが、DE&I に関連する内容の項目を独自に設定したものであると
ご理解下さい。（授業計画は図 9をご覧下さい）

この中で学生さんに D&I（この授業においては発達障害や子育て・子育て支援） ― もちろんイントロダクション
は紹介したうえで ― に関連する講義を行い、子育てされる親御さんをサポートする、親御さんの多様な子育てがあっ
て良いのではないかと気づいてもらえるような内容に考えました。また可能な限り、学生さんがグループワークを
行い、実践しながら、どのようなイベントをすれば、講義で学習した「多様性」や「インクルージョン」を意識で
きるのか。会場に来られる親御さんに向けて展開できるのか、という視点で企画してもらい、それを更にブラッシュ

大学教育の本当の価値は、違う価値観に触れられることである。違う視点から物事を考えさ
せられる授業が最も楽しい。

自分の言いたいことを分かりやすく効果的に伝える力。お互いの個性や能力を理解し、それ
が発揮できるような関係を築く力。

多様な子育てのあり方について理解している。子どもの多様な発達について理解している。

1

2

3

ようなものがあるのかについて、学生さんに書いてもらいましたが、学生さんとしても実施しやすかったかなと思い
ます。



アップしてもらう。単に学生にやってくださいと言うだけでなく、アイデアソンと言いましょうか、そのような企画
を創発するような１つの手法を、専門家の人に来て頂き、学生さんと一緒に土日も使いながら、１日がかりでイベン
トアイデアを出し合い、企画立案し、準備の時間を確保するような形で行いました。学生が幾つかの班に分かれ、最
終的にはそれぞれが企画を提案し、どの企画が一番良いか、学生同士・教員スタッフも交えたコンペを実施し、選ば
れたものを最終的なイベントで実施する、という流れで実施しました。授業計画で特に工夫している具体的な内容は
第 10 回目（図 9、図10）でしょうか。

１チームで 15分の学生さんによるプレゼンテーションを行ってもらいました。参加した学生さんは１年次生と２
年次生が多かったかなと思います。先ほどご紹介しました「D&I の世界」とともに、「共生社会実践」も、共通教育
の科目という一般教養科目の枠組みになりますので、学生さんとしては低学年の方が多く履修することになります。
低学年だけではなくて、高学年であっても社会人基礎力を育てる意識をより深める、より実践する、という点は大事
だと思いますので、開講する枠組みについては今後の課題だと思っています。

8

このような取組みは授業方法の工夫と言えるかと思います。産学連携という点からのさらなる工夫として、百貨店
側からも必ず１名は授業にご参加いただきました。多様性が醸成される、という点からも必要なことだと思います。

講義のみならず課題の設定についても、授業を通して修得した DE&I に関する知識を前提に、自身の親や周囲の人
へのインタビューや見解を収集するように促しました。より多様性・インクルージョンの考え方が育まれるような工
夫をしたと考えています。教員側の姿勢も、受講生が主役であり、教員は取組みをサポートするのだ、という意識を
徹底しました。講義最初の 3 回目ぐらいまでは教員側が主導的に引っ張りましたが、それ以降は学生さん側ができる
だけ楽しみ、なおかつ前向きに一生懸命に取り組めるように意図しながら、進めました。授業の一環で会場視察を行っ
たり、企画立案の発表を組み入れるなど、1つの企画を作り上げる体験をしてもらう。この部分は社会人基礎力を育
てるには有用だったかと思いますし、常に多様性・インクルーシブという視点に意識を向ける、その意識を忘れずに

そして授業の終わり（第14、15 回目）では、最終的に実際にトライアルイベントを百貨店で実施していただきますが、
実施日も授業の一環とする形にしました。実際のお客さん、来場された親御さんにどのように接するか、ということ
も実際に経験してもらいました。またプレゼンテーションを行う際にも、単にパワーポイントを使って話をするとい
うよりは、様々な道具や演劇的な手法を使って、実際にイベントの際に、どのようなお客さんが来て、どのように対
応するのか、一場面を演技してもらうなど、ロールプレイを取り入れながら発表してもらいました。学生さんとして
は結構負担があったかと思いますが、取り組んだ学生さんも楽しめる内容だったかと思います。

【図 9】授業「共生社会実践」方法：授業計画　

【図 10】授業「共生社会実践」方法：授業計画　
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【図 11】授業「共生社会実践」

本日の資料としてはご提供しておりませんが、少しその様子をご紹介しますと、企画を考えながらのグループワー
ク、コンペの場面。ロールプレイと言いましょうか、演劇的な手法を使って発表しました。学生が子供役、お母さん役、
お父さん役、店員さんの役などに扮し、実際の場面を想像してもらいやすいように演じました。我々大学側だけで
はできないところもあり、実際には百貨店側の多大なる協力、形にする力というもので補って頂きましたが、“作り
上げる” という力も育めた内容になったのではないかと思っています。

自由記述の中で紹介しておきたいものは、多様性への気
づき、です。価値観の変化について、「多様性という言葉の
捉え方」と書かれているとおり、講義を受けたり企画をす
る中で、誰一人同じ人はいない、それぞれ好きなことや得
意なことが違う点に気づくことができた、などの DE&Iの意
識への言及は結構多く見られたかと思います。他方でDE&Iの
現状の認識を正確に理解しているのかについて、まだまだ
十分に達成されてないのではないかとの記述、つまり現実
への課題認識もありましたし、今後の社会の在り方につい
ても言及がありました。学生さんとしては、質問紙という
よりも、自由記述を通して具体的な状況が見えたのかなと
思います。社会人基礎力にも言及がありました（図 11）。

学生さんに提示した課題の例、これは DE&I の意識を醸成させるために、授業の当初に設定したものですが、それ
を紹介します。例えば、ファミリーが集う場所を始め、公共交通機関や日常の中で家族単位での動き方に着目し、多
様な家族形態や親子での過ごし方、保護者の子供への関わり方、その際の子供の動きと感情表現を、電車内など様々
な社会的場面で見てきてもらい、その観察したことを記録し、まとめてもらう。あるいは自分自身を育ててもらった人、
今まで子育てをしてきた人、あるいは今現在子育てしている方に子育てに関するエピソードを質問し、まとめてもら
う。できるだけ見てきたこと、感じたことを授業の中の知識伝達だけに終わらせない工夫をした、ということです。
授業の結果ですが、受講生が多くないことなどもありますが、授業前後で平均点が大きく上昇したというものでは
ありませんでした。残念ではあるのですが、「多様性」、「困難への関与度」については結果としては変化が見られま
せんでしたが、社会人基礎力については授業前後で変化が見られた、との結果が出ました。また分析が十分ではない
ところもありますが、独自作成した「保護者支援」、「子育ての支援への関心」、「子育てしている家族と自分は全く関
係ないと思う意識が下がった」という項目については、家族を持てない環境であっても、授業前に比べて関心を持つ
ようになったという、他者を理解する良い方向に向いた、効果があったと言えます。「共生社会を意識した考え方や
行動をできる」という項目についても、授業前後では変化が見られました。授業や課題への取組みを通して、子供の
発達や子育ての多様な在り方への関心が高まったこと。さらには「共生社会を構築する一員としての認識」が高まっ
た可能性があるのではないかという、かなりポジティブかもしれませんが、そのように考察しました。

実践することで、確たる意識が醸成されるのではないか、ということを狙いとしていたと言えます。実施して良かっ
たか否かについてはご意見があるかと思いますが、チームの一体感、雰囲気を作りあげるために、学生がデザイン
したＴシャツを着て、自分たちで取り組もうという主体性にも繋がったのかな、と思います。

最後に。この授業と調査結果を通した考察ですが、想像力の重要性、講義内容の影響、講義形態自体の影響は、
やはり多様性を意識した点は結果に反映されたかと思います。ただ、まだ十分ではありませんし、実践という点で
はアクティブ・ラーニング的なものを合わせて用意すること。学生の意識を醸成したり、実際の行動を促したり行
動を変える、新しい形を作る点では、とても有効ですが、「D&I の世界」の受講生は100名以上。この実践編の授業は
15名ほど。それを踏まえると、実際には継続した運営はなかなか難しいのかなと感じることもあります。どのような
授業においても、DE&I の切り口・観点を取り入れるということは可能だと思うのですが、授業を提供する教
員側・教員自身がまだまだ DE&Iを理解してない方も多いのかなという点も感じ、教員自身のマインドセット、意

自由記述：社会人基礎力への言及　



そして実践編の授業に関しては、企業や他機関と協力して実施することは、学生への教育効果としてとても意味が
ありますが、他方で調整や関係を維持する点では困難さもあるかなと感じたりもしています。

以上、短い時間ではありますが、大阪大学での授業内容についての私からの紹介とさせていただきます。ご清聴あ
りがとうございました。

望月先生、大変貴重なご講演をありがとうございました。
企業様とタイアップして、学生主体の講義を展開される。学生皆さんの社会人基礎力の養成と成長を目指しつつ、
ダイバーシティとインクルージョンを意識されておられ、非常に実践的で、生き生きとしたご講義の内容でした。教
職員にとっても聞いておられる学生の皆さんにとっても魅力的な内容であったと思いますので、甲南大学でもぜひ今
後の参考にさせて頂きたいと思っております。また教職員、学生さんのマインドセットの変革の重要性をよく理解で
きましたので、その辺りを意識しつつ、来年度の講義を始めていきたいと思います。本当にありがとうございました。
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【司会：笹倉教授】

識の変革という点も大事なのかなと思っています。

学長補佐　阿部 真大 文学部教授

さて先ほど申し上げました通り、この公開シンポジウムは来年度（2025年度）、基礎共通科目の中に「DE&I入門」
という科目を開講することを記念して開催しています。甲南大学は8学部1学環を有し、様々な内容・形態の授業が行
われています。専門的・体系的な専門知識はそれらの学部・学環が提供していますが、例えば外国語や保健体育といっ
た学部共通で教育が展開される授業につきましては、全学共通教育センターという組織で運営していますことは、こ
の会場にお越しの皆さまもご存知のとおりです。そのセンターが基礎共通科目という科目群を設け、幅広い教養を身
につけることを主たる目的とした科目を開講しています。基礎共通科目では授業科目を人文科学系、社会科学系、自
然科学系の３系統に、学際融合系、国際言語文化系、スポーツ健康系を合わせた 6 つの系統に分けてバランスよく学
習できるように構成されています。

【司会：笹倉教授】

学長補佐　阿部 真大 文学部教授

新規開講科目「DE＆I 入門」の予告３.

そしていよいよ来年度、「DE&I入門」を開講
します。その講義の内容につきまして、阿部真
大学長補佐より、ご説明させて頂きます。
阿部教授、よろしくお願いいたします。



この授業では、ダイバーシティ（多様性）、エクイティ（公正）、インクルージョン（包摂）という考え方をもとに、
多様性の大切さを学んでいきます。甲南大学には「個性を尊重する」、「互いに助け合う」という理念がありますので、
それを社会の中でどう実現するか、考えることにもつながると思っています。
この授業は、これまで多様性についてあまり考えたことがなかった人でも、「なるほど、多様性って大事なんだな」
と実感できるような内容になっています。ただ知識を得るだけでなく、「どうすれば多様性を尊重する社会を作れる
のか？」と、この問題を「自分ごと」として考え、行動につなげていく力を身につけてもらうことも目指しています。
授業では、ジェンダーの問題や、いじめの問題、障害者が直面する課題、性的マイノリティの問題、スポーツと
多様性の関係、外国人との共生、えん罪の問題、グローバル化による社会の変化など、幅広いテーマを取り上げます。
一見、バラバラなテーマに見えるかもしれませんが、だからこそ、さまざまな先生が担当するオムニバス形式の授
業になっています。いろいろな角度から多様性について学ぶことで、「どうしてこのテーマを学ぶのだろう？」と思っ
ていた学生さんにも、その意義を感じ取ってもらえるのではないかと思います。

さて、多様性がなぜ大切なのかについては、学問の分野によって
さまざまな見方があります（図12）。法学の観点では、たとえば人権
を守るために多様性が必要だと考えます。障害のある方が生きづら
い社会や女性が不利な立場に置かれる社会は、人権という観点から、
明らかに問題があります。主に法学の先生が、この点について詳し
く教えてくださることと思います。
経済学の観点では、たとえば社会や組織を強くするために多様性
が重要だと考えます。企業がダイバーシティを取り入れると業績が
向上し、イノベーションが生まれやすくなると言われています。
この点については、主に経済学の先生が解説してくださると思い
ます。

私は社会学が専門なのですが、社会学の観点では、たとえば多様性があることで文化や価値観が更新され、そのこ
と自体が「楽しい」という考え方もあります。違う考え方の人と出会い、新しい価値観に触れることで、自分自身も
成長していける。そういう意味で、多様性は人の人生を豊かにするものだと捉えることもできるわけです。
この授業では、こうした様々な視点から「多様性が大切」とされる理由を学んでいきます。正しく、強く、楽しい
社会のためのダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンです。学生のみなさんにも、ぜひ自分なりの視点で考
えてもらえたらと思っています。この後、大西先生が心理学の視点から「いじめ」の問題についてお話ししてくださ
いますが、最後に私が担当する回についても簡単にご紹介させていただきます。

1990年代に「ダメ連」と呼ばれる人たちが若者の間でとても影響力がありました。私も影響を受けた一人なのですが、
最近この人たちが関係している『沈没家族』という映画が公開され、話題になりました。「昔ながらの家族の形にこだ
わらずに、みんなで子どもを育てよう」という発想で、少子化の進む日本社会における「新しい家族」のあり方のひと
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【阿部教授】

こんにちは。学長補佐の阿部と申します。
望月先生、とても貴重なお話をありがとうございました。一歩、先に進んだ大阪大学さんでの取り組みには、い
つも多くを学ばせていただいております。
甲南大学では、この２年間、ダイバーシティ＆インクルージョンの取り組みをどのように進めていくか、議論を
重ねてきました。そして来年度から、１年次から受講することのできる「DE&I 入門」という授業を開講するこ
とになりました。この授業について、ぜひ多くの方に知っていただきたいと思い、今日はその授業の導入部分には
なりますが、概要について簡単にご紹介いたします。

【図 12】 なぜ「多様な観点」が必要なのか？



阿部先生、ありがとうございました。
様々な観点から DE&Iを勉強することは、正しく、強く、楽しい社会のために必要なのだと阿部先生はおっしゃられ

ましたが、甲南学園の創立者である平生釟三郎先生が「正志く、強く、朗らかに」というお言葉を残されています。個
性尊重のお言葉とも合わせて、まさに DE&Iの考え方、講義は合致します。今日お越しの学生さんは３年次生の学生さ
んが多いようですが、４年次生になってもぜひ受講をご検討いただければと思います。
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【司会：笹倉教授】

つを示しているのではないか、と言われています。私はこの授業を通して、こうした「オルタナティブな生き方」の「楽しさ」
について、伝えていければと思っています。

ということで、私からの来年度からの授業の予告を終えさせていただきます。ありがとうございました。

「いじめの問題」について」―2025 年度ＤＥ＆Ｉの授業例として―4.

大西 彩子 文学部教授

大西 彩子 文学部教授

続きましては大西先生です。2025年度『DE&I入門』の授業例として、大西先生のご担当の講義を紹介していただ
きます。よろしくお願いいたします。

【司会：笹倉教授】

【大西教授】

ありがとうございます。
それでは皆さん、いじめの問題について、2025年

度に甲南大学として初めて行う「DE& I 入門」の
授業例としてお話させていただきます。
皆さん、これまでのDE&I に関するお話をお聞
きいただいて、自分はDE&I について知っている
かな、自分には何ができるのかなと、まだ意味合
いや目的が明確ではないという時には、ぜひこの
授業を受けていただき、自分に今後できることを
考えていただけたらと思います。

阿部先生が「社会学では DE&I は楽しいぞ、多様性は楽しいぞ」とおっしゃっておられましたが、それでは心理学
で表現すると、どのようになるだろうかと考えました。おそらく心理学から DE&I について考えると、人間を知るこ
となのかなと思います。つまり、人間ってどのような生き物なのかな、人間ってどうしてこんな感じに考えるのだろう、
という観点を掘り下げる取組みになるのかなと思いました。
今回全ては紹介できないので本当に触りだけ、少しお話ししたいと思います。

授業の内容としては、「いじめ」とは何か、について考えた上で、いじめ被害者の心理、加害者の心理、いじめの
予防と対応について皆さんと考えていきたいと思っています。



学校での「いじめ」とは。いじめと言えば、学校と職場の場面が
ありますが、そのうちの学校の方で考えてみます。社会学や心理学
の研究者が国際基準として使用しているいじめの定義です。これは、
弱者が強者から一方的・継続的に身体的・精神的に危害を加えられ
る行為。ここに含まれているものは、１つ目として社会的・身体的
な力関係の強弱があります。加害者が強い。被害者は力関係が弱い
から、抵抗しようと思ってもできない、そのような状況です。
2つ目。攻撃が一方的に加えられている。お互いにやり合ってい
るのではなく加害者の方が強いゆえに、被害者が一方的にやられっ
放しになってしまっている、そのような状況です。

この 4 つが、いじめを研究する際に用いる「いじめ」の定義です。ただし、この定義に厳密にこだわっていると、
いじめの予防対策はできないことが分かっています。そこで現在、例えば学校現場で教師の方たちがいじめに対応
するときに使用しているいじめの定義は、いじめ防止対策推進法の定義です（図 13）。スライドで網掛け部分を中心
に読みます。「児童等に対して、他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて
行われるものを含む）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの」。ここでの児童等
とは、学校教育法においての児童等ですので、小学校から高校までの児童そして生徒を含みます。
学校現場で心理的または物理的な影響を与える行為が行われて、児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。つま
りこの定義では、被害者が苦痛を感じていれば、「いじめ」とされます。そのために、教師は被害者が苦痛を感じて
いる時点でいじめの対応に当たる必要があるということになります。さらに大きなことは、児童等はいじめを行っ
てはならないと法できちんと示されたということ。してはいけませんということです。いじめは駄目、絶対ですね。

3 つ目。攻撃行動が継続している。ある程度攻撃行動が継続していて、ずっと身体的・精神的危害を加えられてい
る状況です。１回で大きな被害があった場合には、その定義が必要要件ではないのですが、一般的には継続してい
るものです。
4つ目。身体的・精神的危害を加えられたと感じる被害者が存在する。つらい、痛い、しんどい、やめてよって思
う被害者が存在しています。

次に「ハラスメント」の定義についてです。こちらは職場でのいじめです。国際労働機関（ILO）が 2019年に国際
的な定義を決めました。「単発か繰り返されるかにかかわらず、身体的、精神的、性的もしくは経済的損害を目的とした、
若しくはこれらの損害を引き起こす若しくは引き起こす可能性がある一定の範囲の許容できない行為及び慣行又はそ
の脅威をいい、ジェンダーに基づく暴力及びハラスメントを含む」とされています。ハラスメントは、個人の精神的、
身体的、性的な健康および尊厳を傷つけ、女性の労働市場の参加を妨げるものであると国際的な定義が出来上がりま
した。それが 2019 年になってしまったのは、少し遅いように感じますが、今や国際的な定義があります。

13

望月先生もおっしゃられていましたが、「アンコンシャス・バイアス」という言葉があります。傷つけたい気持ち
はないのだけれども、知らず知らずのうちに誰かを傷つけてしまうような言動です。しかし「いじめ」に関しては
確実に意図的に傷つけようとしている。DE&Iとしては絶対してはいけないものです。このことについて、ご説明し
ます。

【図 13】 学校のいじめとは
　  ─いじめ防止対策推進法の定義─

なぜ、それほどまでに、いじめが問題なのかと言いますと、いじめはいじめを受けた児童等の教育を受ける権利を
著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命または身体に重大な
危険を生じさせる恐れがあることに鑑み、児童等の尊厳を保持するため、いじめの防止等のための対策を総合的・効果
的に推進する。つまり、人権の問題です。児童等の尊厳を保持するため、教育を受ける権利を保証するため、そして児
童等を安全に成長させるため、です。いじめは、児童生徒に強いストレスを与えるため、神経症の発症や不登校、自殺
企図などの可能性を高めることが明らかになっています。
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大西先生、ありがとうございました。
このような形で、DE&Iをめぐる様々な問題についての講義を様々な分野の先生方、
学内にとどまらず、学外の先生もお越し頂きまして展開していきますので、ぜひご期待
いただければと思います。

このように、まずは「いじめ」や「ハラスメント」についての定義や、それが何を意味しているのかということを知っ
ていただいた上で、例えばいじめの種類について学び、ハラスメントの種類について学ぶ。またそれらを行う加害者
の心理、被害者がどのような心理的なトラウマを抱えるのか、などについて、授業でご説明したいと思います。続き
は来年度に授業の中でご説明しますので、ぜひ受講してみてください。
ご清聴、ありがとうございました。

【司会：笹倉教授】

【司会：笹倉教授】

それでは続きまして、学生さんにご登壇いただきます。甲南大学では、DE&I に関する理解や認識を図るために、学
生さんへのアンケートを実施しています。今日お越しの学生の皆さんも My KONANを通じてお答えいただいているか
と思いますが、このアンケート結果を学生さんに分析していただきました。その分析結果をご報告いただきます。
発表者は、甲南大学経営学部 4年次生の日比 若葉さんです。日比さん、どうぞよろしくお願いいたします。

「D&I 宣言　学生アンケート調査結果報告」5.

日比 若葉 さん経営学部４年次

発表者：日比 若葉さん

こんにちは。経営学部経営学科４年次の日比 若葉と
申します。
昨年の 12月に DE&I 宣言のプロモーションを行うボ

ランティアに参加させていただいた経緯もございまし
て、今回アンケート調査の分析をさせて頂きました。
その分析結果の報告をさせていただきます。なお、数
値は四捨五入により説明しますので、合計が100 %とな
らない箇所がありますこと、ご了承願います。

【日比 若葉さん】

今回のアンケート結果分析は、398名の回答をもって
行いました。
まず、回答者の属性についてです（図14、図15）。昨年度、そして今年度の回答者の所属学部・学環をグラフ化したも
のです。昨年度との変更点が 1つあります。本年度、グローバル教養学環が加わりました。
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今年度の回答者の「出生時の性別」は、男性が 46％、女性が 54％でした。
続いて「自認する性別」については、男性が 44.6％、女性が 52.9％、Ｘジェンダーが 0.8％、分からないが 1.0％、そ
の他が 0.8％でした。
続いて「性的マイノリティに当てはまるかどうか」という質問です。当てはまらないと答えた方は 75.8％、あまり
当てはまらないと答えた方は 11.9％。少し当てはまるが 5.6％、当てはまるが 4.5％、答えたくないが 2.3％という結果
でした。

次に「性的マイノリティ者と関わった経験と一緒に学ぶことへの感じ方」の質問に対する回答について、クロス集
計を行いました（図16）。まず身近に関わった経験がある人については、一緒に学ぶことをポジティブに捉えている人、
また少しポジティブに捉えている人が大半を占めました。少し関わった経験のある方は、比較的ポジティブに捉えて
いる傾向があることが分かります。そして、あまり関わった経験がない人は、関わった経験のある人よりも少しポジティ
ブに捉える人は割合としては減っている状況です。最後に関わった経験がない方は、一緒に学ぶことに対して、どち
らでもないの割合が非常に多くなっています。
このことから、やはり関わったことのある人は、ポジティブに捉えやすい傾向があると同時に、関わった経験がな
い人は、ネガティブに捉えるというよりも、無関心に近いということが分かりました。
昨年度の結果との比較です（図17）。ポジティブと少しポジティブを選んだ人に色をつけて表示しています。昨年度

と割合が大きく変わったところはあまりありませんでしたが、やはり身近に関わった経験のある人がポジティブに捉
える傾向が強いことは、昨年度と変わらず今年度も同じような結果が出ました。

【図 14】 回答者の属性 2023年度 【図 15】 回答者の属性 2024年度

【図 16】性的マイノリティ者と関わった経験と 【図 17】昨年の結果との比較

続いて、発達障害に関するアンケートです。
まず「回答者が発達障害に当てはまるか」との質問に対しての回答です。

一緒に学ぶことへの感じ方
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【図 18】発達障がい者と関わった経験と
【図 19】昨年の結果との比較

これらを踏まえて、考察です（図 20）。
多様性に富んだ人たちと関わりを持つことが、多様性をポジ
ティブに捉えるきっかけになると考えました。関わりのある人
ほどポジティブに捉える傾向が強く、関わりがない人はネガ
ティブではなく無関心であったことを踏まえると、やはり関わ
りを持つこと、それがきっかけになって多様性が受け入れられ
ていくのではないか、と考察しました。
そして、多様な人との関わりに対して、前向きに取り組める
環境をつくる観点から、引き続き D&I宣言を周知する活動を継
続する必要があると考えました。この活動を通じて、多様性を
少しでも受け入れてみようというきっかけになることがきっと
あると思いますので、この活動を継続し、より知っていただく
ことを大切にしていくべきであると考えました。
以上で報告を終わります。ご清聴ありがとうございました。

当てはまらないが 75.8％、あまり当てはまらないが 12.4％、少し当てはまるが 5.6％、当てはまるが 3.3％、答えたく
ないが 2.8％という結果になりました。
「身体障害に当てはまるかどうか」についての回答結果です。
当てはまらないが 90.3％、あまり当てはまらないが 5.3％、少し当てはまるが 1.0％、当てはまるが 1.5％、答えたくな
いが 1.8％という結果になりました。
「適応障害や精神疾患に当てはまるかどうか」との質問についての回答です。
当てはまらないが 75.1％、あまり当てはまらないが 13.0％、少し当てはまるが 5.9％、当てはまるが 3.1％、答えたく
ないが 3.1％という結果になりました。
「発達障害者と関わった経験と一緒に学ぶことへの感じ方」の 2項目について、こちらもクロス集計を行いました（図
18）。
身近に関わった経験のある人は、ポジティブに捉える傾向が強く、関わった経験がない方は、どちらでもないの割合
が大きくなり、無関心に近いということが分かりました。
こちらも先ほどと同様に、ポジティブと少しポジティブを選択した比較的ポジティブに捉えている人の割合を、昨年
度との比較で色をつけて示したものです（図 19）。
こちらも昨年度とあまり大きな変化はありませんでしたが、同じように関わった経験のある人はポジティブに捉える
傾向が強いことが可視化されました。

【図 20】考察

一緒に学ぶことへの感じ方
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日比さん、大変興味深いご報告、ありがとうございました。
多様な人と関わることで他者への見方が変わる。そして社会への見方も変わる、ということですね。この活動の重要性、

改めて学びました。ありがとうございました。
それでは、続いてのご報告に移らせていただきます。

【司会：笹倉教授】

甲南学園ダイバーシティ&インクルージョン宣言

甲南学園の創立者である平生釟三郎は「人格の修養と健康の増進を重んじ、個性を尊重して各人の天賦の特性を
啓発する人物教育の率先」を主唱しました。また、異なる背景を持つ人々が互いに尊重しあい支えあうことで共に成長
し、社会全体の進歩に寄与するという「共働互助」の精神の重要性を説きました。学園の創立から一世紀を経た今も、
私たちは、一人ひとりが持つ独自性と潜在能力を尊重しあい、それぞれの天賦の才を発揮することができる環境を維持
し、発展させています。
　ダイバーシティ(多様性)の尊重とインクルージョン(包摂)の推進は、私たちが大切にしてきた、これらの理念と軌を一
にするものです。すべての学生・生徒、教職員一人ひとりの人権と多様な価値観を尊重し、個人の成長を支え、社会全体
の発展に寄与するような人物を育て輩出することは、私たちが追求する「人物教育」の基盤です。
　様々な背景や視点を持つ人々が各自の天賦の才を発揮し、その力が集合することで、より豊かな学び・研究の環境が
形成され、働きやすい職場環境と新たなアイデアや解決策が醸成されます。お互いの違いを理解し尊重しあうことは、共
生社会の実現に寄与する人物を育成することにつながります。
　ダイバーシティとインクルージョンのさらなる推進は、学園に集うすべての人の成長と喜びをもたらすだけでなく、これ
からの社会全体の発展にも欠かせない取組みです。 
　私たちはこのような考え方のもと、これからも積極的にダイバーシティとインクルージョンを推進し、より良い未来への
道を切り開くことを決意し、次のとおり宣言します。

甲南学園は、多様な背景を持つ学生・生徒、教職員が集い、互いの違いを尊重しあう、彩り豊かなキャンパスの発
展に努めます。性別、国籍、人種、民族、年齢、宗教、信条、社会的属性、性的指向・性自認、障がいの有無等に関
わらず、すべての構成員のアイデンティティを認め、能力を最大限に発揮できるよう支援します。あらゆる差別やハ
ラスメントのない、多様な個性が表現され育まれるキャンパスづくりに力を注ぎます。

1

甲南学園は、学生・生徒一人ひとりの人権を尊重しつつ、その能力と人格の陶冶を目指す教育を提供し、社会的
課題に積極的に取り組み、社会全体の発展に寄与する人材を育成します。

2

甲南学園は、支援を求める声に対して適切に配慮し、そのニーズに応える環境を整えます。障がいだけではなく、
自らでは解決が困難な状況にある学生・生徒や教職員に対し、合理的配慮のもとに、支援の提供や、必要な施
設・設備の整備を積極的に行います。

3

甲南学園は、すべての構成員に対してダイバーシティとインクルージョンに関する定期的な研修と啓発活動を行う
ことを通じて、学内の意識向上を図ります。様々な組織・研究分野間の協力を促進し、構成員の多様性を価値ある
資源に昇華させ、社会に貢献します。

4

甲南学園は、同窓生や地域社会をはじめとする学内外のコミュニティと連携し、公正でインクルーシブな社会の実
現に向けた取組みを推進します。

5

2024年3月1日
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皆さん、こんにちは。文学部社会学科 2年の藤井 舞衣子です。
今から、私たち「からふる」の今年の活動報告をさせていただき
ます。
まず、私たちの団体「からふる」は、甲南D&Iプロジェクトの一環

として集まった学生のグループで、現在、文学部の学生４人で活
動しています。「からふる」が行う図書プロジェクトを DS books
（ディーズブックス) プロジェクトと名づけたのですが、このディー
ズのDとSは、ダイバースとセクシュアリティの頭文字で、様々な
本を通して多様性について知ってほしいとの思いが込められてい
ます。

今年度の D&I の学生有志の会として、「多様な性を知る・学ぶ」ための図書プロジェクトが結成され、文学部から４
名の学生さんが参加してくださいました。本日発表をしてくださいます4名の学生さんをご紹介します。文学部社会学科
4年次：中尾 敦志さん、文学部社会学科 4年次：松川 実季さん、文学部社会学科 2年次：藤井 舞衣子さん、そして文学
部社会学科 1年次：宮原 由唯さんです。
それでは活動のご報告、どうぞよろしくお願いいたします。

【司会：笹倉教授】

【藤井 舞衣子さん】

「からふる　～DS books プロジェクト～」5.

中尾 敦志 さん文学部４年次
松川 実季 さん文学部４年次
藤井 舞衣子さん文学部 2年次
宮原 由唯 さん文学部 1年次

発表する「からふる」メンバー

発表者 藤井 舞衣子さん

今年、「からふる」が行った主な活動は3つ（①図書展示 ②映画上映「カランコエの花」 ③「レインボーフェスタ！
2024」への参加」）で、上映会とレインボーフェスタへの参加については後ほど説明させていただきます。まず私か
らは図書館と社会学科共同研究室図書館で行った図書展示についてご説明します。
まず展示のコンセプトについてですが、より知識を深めたい人、例えば卒業論文のために本を探している人や、こ
れから LGBTQ+ について学んでみたいと思っている人など、様々な人に自分にぴったりの本を見つけてほしいとい
うコンセプトの下、図書展示を進めてきました。
選書の基準については、まずは学内にない本であるかを確認し、次にたくさんある本の中で LGBTQ+のバランスに

偏りがないように注意しました。また図書館に置くに当たっては、漫画が含まれている場合は置けないということで
したので、そのような本を避けるようにしました。また本を展示する際には内容が分かるように。また、より手に取
りやすくするために、ポップづくりもしました（図 21）。
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【松川 実季さん】

発表者 松川 実季さん

そして、図 22 のような感じで図書展示をすることができました。左の写真は、図書館の２階の中山文庫コーナー
の一角での展示の様子ですが、単に本を置くだけではなく、立ち寄りやすいような雰囲気をつくるために、上部に虹
色の飾り・装飾をしたり、LGBTQ+などのフラッグも飾りつけました。
図 22 右側の写真は 10 号館 7 階の社会学科共同研究室・図書館での展示風景です。こちらは社会学科の関先生の２
年次生のゼミ生さんたちにも協力していただいて、展示を行いました。こちらには漫画を置くことが可能だったので、
漫画コーナーもつくりました。

このようにして展示した本が、期間中にどの程度の貸出しがあったのか、図23 にまとめました。入門書から専門書
まで幅広い難易度の本が手に取られていることが分かります。また、星がついているのは、新しく私たちが選んだ図
書ですが、そのような図書にも需要があったということが分かりました。
図書の展示では感想ボックスというものを設けて、図書や展示に関する感想を自由に書いていただけるようにして
いたのですが、その中ではこれらの図書が増えることに関して、前向きな感想をいただくことができました。
最後に、この図書展示を終えて、まず LGBTQ+関連の図書が増えるということは反響もありましたので、良いこと
だなと思いました。また、ただ増やすだけではなく、一つのコーナーをつくることで LGBTQ+関連の本が可視化され、
探していなかった書物にも出会うことのできるというメリットもあると感じました

その反面、新しく置きたいと思った図書の中で、とても分かりや
すい初心者向けのものがあったのですが、イラストや漫画がついて
いて図書館では置けないということで断念した図書も中にはありま
したので、それらの図書も置けるようになれば、さらに書物・内容
の幅が広がるのではないかと思いました。
以上で、図書展示についての報告を終わります。

文学部社会学部 4年の松川 実季です。
ここから映画上映について報告させていただきます。
今回は「カランコエの花」という映画を上映しました。図24の左
側のポスター、学内でご覧いただいた方もおられるかと思います
が、多様な性を考える上映会と題し、周知しました。本日ご参加
の方々の中にも、お越しいただいた方がおられるかと思います。
ありがとうございました。
10 月 23 日の 2限目の時間に行いましたが、上映会に加えて、私
たち「からふる」のメンバーのミニレクチャーを一緒にさせてい
ただきました。

【図 21】 図書展示「ポップづくり」 【図 22】 図書展示「展示の様子」

【図 23】 図書展示「展示期間中の貸出数」
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上映後には振り返りワークというものをさせていただき、続いて「からふる」による軽めにレクチャー。さらにその後、
事後アンケートを行い、「からふる」メンバーがコメントをして終了するという流れでした。太字部分が我々「からふる」
が主に行った内容で、解説やレクチャーなどです。下線部のセッションはお越しいただいた学生・教職員の方にご自分
で作業して頂く部分です。アンケートやご自分で考え、書いていただくワークなどです。

次にどのような内容を行ったのか、順を追って説明します。
最初の事前解説（図25）では、映画の内容をお伝えしました。
入り込んで見ていただくことも映画として楽しむには重要だ
と思いますが、今回は多様の性を知るということで、あらか
じめどの辺りに注目して頂きたいかを提示した上で、ご自身
で考えながら見ていただくことを目的としておりましたので、
主な登場人物、重要な人物を紹介した後に、このような視点で、
この辺の登場人物に注目して見ていただきたいと提示し、考
えていただきやすい形で上映会に入りました。

映画は40分という少し短めの映画です。概要としましては、
とある高校が舞台となり、その高校の中で、ある特定のクラ
スで LGBTについて、という授業が行われたことで、もしか
したらこのクラスにも LGBTの人がいるのではないか、との
疑念が広がるところから始まる映画です。学生の方だけでな
く、先生も登場しますので、教職員の方にも自分事として見
てもらえる作品ではないかということで、この作品になりま
した。
図 24の右側が当日の流れです。最初に趣旨説明をし、複数

のアンケートを行いました。上映前には解説をさせていただき、

視聴後には振り返りワークを行いました。１つ目の質問は「映画の中でどの人の言動が特に問題だと思いましたか」
です。例えばこの人がＡさんにこのように伝えたシーンが問題だと思いました、のように書いていただきます。２つ
目の質問で「もしあなたがこの映画の登場人物なら、どの場面でどのように行動すればよかったと思いますか」とい
う質問を設定して、自分事として捉えていただきました。３つ目の質問は、自由に映画の感想を書いていただきました。
これらのワークを行った後、私たち「からふる」としては、どのような箇所が問題だと思うかを提示しました。例
えば保健室の先生のこのような行動・言動が問題ではないか、など具体的なシーンを幾つか挙げ、では、このような
行動に対して、私たちが向き合うとすれば、どのように行動をすれば良かったのかを考え、「からふる」が考えたもの
を提示するミニレクチャーを行いました。

その後、映画の内容とは少し離れるのですが、セクシュアリティ
についての考え方の基礎を少しお話ししました。映画において、
恋をするのに性別は関係ない、というセリフがあるのですが、で
はその「性別」と私たちが思っているものも、そもそも当たり前
なの？という話をさせていただき、現在セクシュアリティの定義
として挙げられている４要素を解説しました（図 26）。

【図 24】 当日の流れ

【図 25】 事前解説

【図 26】セクシュアリティについて

今回の参加者の内訳は、学生さんが 66人、教員の方が 6人、職員の方が１名の計 73人でした。

例えば日本ですと、体の性は戸籍上、男性と女性しかないので、
そのどちらかを選ぶ。自分が自認する性はどちらに寄っているか、
性的指向（好きになる性）はどの辺りに寄っているか。自分が表
現したい性はどの辺りに属しているか、というように、これらの
組合せで性別を決めることもできるのではないか、との考え方を
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紹介しました。このような組合せの結果によって、現在言われる LGBTQ+ やセクシュアリティがある旨の話をさせ
ていただき、参加者の意識・知識につながっていただければと思い、このような講義を行いました。

次に上映会実施に際しての準備プロセスをご説明します。まず、どのような方をターゲットにするか、合わせて上
映場所を検討し、その上で上映作品を提案・検討しました。「からふる」メンバーで実際に視聴会をし、作品を決定。
今回は「カランコエの花」という作品にしました。さらに上映会でどのようなワークをするのか、グループワークを
するのか、講義形式にするのか、を話し合いました。
その後、チラシを作成して、学内をはじめ様々な場所・手段で広報をしていただき、上映会当日を迎え、進行とミ
ニレクチャーを行った、という形になります。
今回、この「カランコエの花」を上映するに際し、なぜこの映画に
したのかという点をまとめましたものが図 27 です。この映画の良い
点は、上映時間が短いこと、登場人物の年齢が大学生と近い高校生で
ある点。さらにセクシュアリティの知識がなくても導入として見るこ
とが可能な作品である点。そして学生、教職員それぞれが自分の立場
から考えられる作品という点です。
他方で懸念点としては、見ていただいた方は分かると思うのですが、
少ししんどくなる部分があると言いますか、結構心理的にストレスが
かかるシーンがある内容でしたので、その点は注意を促すなど、様々
に対策を講じることにしました。

さてここからは、参加者に対し実施しましたアンケート結果をご紹介します。アンケートは A4を4 面という形態・
分量で実施しました。
最初フェイスシートで、参加者の属性を尋ねました。内訳は学生さんが 83％、教職員 3％でした（無回答あり）。年
齢は学生さんが多いこともあり、10代、20代が多く、合計 86％、50代が 2％、それ以外が 0％、無回答 12％という結
果になりました。
次に、戸籍出生届上の性を尋ねますと、女性 51％、男性 37％、無回答 12％で、女性が半分となりました。自認し
ている性についても、女性 51％、男性 38％、その他性的マイノリティは 0％、その他も 0％、無回答 11％となり、自
認と出生・戸籍の両方とも、半分程度は女性でした。
ご自身のセクシュアリティについて尋ねたところ、77％の方が「ヘテロセクシュアル・異性愛者」との結果になり
ました。

多様の性を考える「カランコエの花」に関する事前アンケートをご紹介します。
「授業や研修等で、性の多様性や性的マイノリティに関して学んだ経験はありますか」との質問に対し、あると答
えた方が 75％。おおよそ 4分の 3の方が学んだご経験をお持ちでした。
「LGBTの性的マイノリティは、人口の何％ぐらいだと思いますか」という知識を問う質問をしましたところ、約５％
（20 人に 1人）が正解なのですが、正答率は 60％でした。
「あなたの知人や友人、親せきや家族、また周辺の人に性的マイノリティはいますか」との質問に対しては、いる
が 25％、そうかもしれない人がいるが 14％、いないと思うが 40％、いないが 20％という結果でした。
次に事後アンケート、上映後に締めくくりとして回答していただいたものになります。「今回の上映会とミニレク
チャーで理解が深まりましたか」に対して、深まったが 65％、やや深まったが 29％。大半の方に知識が深まったと
回答していただくことができました。

【図 27】 準備プロセス

また「甲南大学で多様な性に関するどのようなイベントがあれば参加したいですか」との質問については、映画上
映会という回答が圧倒的に多かったです。その他ですと、研修会、図書展示、学内イベントも一定の支持がありました。
その他、自由記述には、当事者の話を実際に聞く会、ディベート・意見交換の開催・参加との回答もありました。
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　最後に、自由記述を一部抜粋させていただきます（図28）。映画
自体にポジティブな意見をいただき、全体を通して学ぶ機会を得ら
れた、自分ならばどのようにするだろうと考える機会をいただいた、
などのご意見を頂きました。
　以上が上映会に関するご報告です。今回の上映会の良かった点と
しては、やはり啓発の機会になった点があるかと思います。アンケー
ト結果でも「映画上映会は良かった」との声も頂き、一定の支持を
得られたかなと思っています。
　反省点としましては、アンケートの分量が多かったこともあった
のか、答えづらい点もあったかと思いました。空白箇所や、見落

発表者 宮原 由唯さん

【図 28】 事後アンケート

としているのかと感じる回答が多く、今後より良くバージョンアップしていくべきかと思いました。
　以上で、映画上映の報告を終了とさせていただきます。

【宮原 由唯さん】

文学部社会学科１年の宮原 由唯です。よろしくお願いします。
私からは、レインボーフェスタについて報告させていただきます。
私たちは 2024年 10 月 27 日に大阪の扇町公園で行われたレイン

ボーフェスタ2024に参加しました。皆さんはレインボーフェスタを
ご存じでしょうか。レインボーフェスタとは、異性愛、LGBT、性
の多様性を尊重し合うことを目的とした関西最大級のイベントで
す。レインボーフェスタは今から18年前、2006年に関西レインボー
パレードとしてスタートし、2013 年からはパレードと融合したプ
ライドイベントとなりました。
今年は 10月 26日と 27日に大阪の扇町公園で開催され、27 日は扇町公園周辺を歩く関西レインボーパレードも開催
されました。今回（第 10 回）のテーマは「十人十色 ～これからも＋（プラス）の虹をつなげよう～」です。これから
もここから発信をし続け、誰もがお互いを認め合い、声を上げる必要のない世界へと広がるよう、期待と希望を込め
て決められました。
当日はブースマップとブースガイドも用意されました。会場には特設ステージが設置され、大阪の高等学校吹奏楽
部による演奏や様々なパフォーマンスが行われました。中には、札幌や三重、和歌山、九州、徳島が参加するプライ
ドイベントによる出展や子供向けのブースなどもありました。
こちらは当日の会場の様子です。当日の会場はレインボーフラッグなどでカラフルに彩られていました。特に家族
連れで訪れている方が多くいたことがとても印象に残っています（図 29）。
大学出店のブースでは、関西大学、関西学院大学、立命館大学、龍谷大学、追手門学院大学などが自ら発行した冊
子を配布したり、研究の発表その他の企画を行っていました。27 日に行われた関西レインボーパレードでは、扇町公
園を出て天神橋筋六丁目駅前から堂山町までの全長およそ 3キロのコースを巡りました。
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発表者 中尾 敦志さん

今回レインボーフェスタに行き、考えた今後の展望ですが、私た
ちが取り組みたいことは、学生グループ「からふる」の参加者を増
やすことです。私たちは現在 1 年次生 1 人、2 年次生 1 人、4 年次
生 2 人の計 4 人で活動しているため、４年次生の先輩方が卒業すれ
ば来年度からの活動は２人になってしまいます。今後、甲南大学内
での LGBTQ に関する企画の定期的な開催やレインボーフェスタで
のブース出店を視野に入れ活動するためにも、参加者を増やすこと
から取り組んでいきたいと思っています。
以上です。 

【図 29】会場の様子

【図 30】発見点・考察ポイント

【中尾 敦志さん】

最後に、プロジェクトを通して気づいた点を発表させていただ
きます。文学部社会学科 4年の中尾 敦志です。
図 30 の 3点が挙げさせていただきました。1 つ目が「多様な性
の話題に触れる機会が学内で少ない」こと、2つ目は「問題や取組
みが可視化されていない」こと、3つ目が「学生プロジェクトと
しての限界」です。これら 3点が見つかりました。
まず多様の性の話題に触れる機会が少ないことですが、授業で
の取扱いが少ないことやイベントなどが少ないことで、学内で触
れることがなかなか難しいという点が挙げられます。

その中で、今回の映画のプロジェクトなどをさせていた
だいたことがすごく意義があると思っています。これから
もこのような定期的なイベントが行われる必要性があるの
ではないかと考えております。

２つ目に、問題や取組が可視化されていない部分があり、
大学としての性的マイノリティなどの受入れ態勢が明確で
ない部分や、D&I に関する宣言などがされていますが、ガ
イドラインなどが不足している部分があると感じました。

３つ目に、学生プロジェクトとしての限界です。少数の学生で動くにはどうしてもリソース面で限界があり、一定
以上の規模感を持つ活動を展開することが難しいという課題があります。また学生の立場からは既存のルールを変更
することが難しい場面もありました。例えば、プロジェクト内で図書展示を行った際、より分かりやすく伝えるた
めに漫画やイラストを使用したかったのですが、出版物に関するルールのため取り扱いができませんでした。このよ
うな部分では、より柔軟な対応ができるよう大学からの手厚いサポートをお願いしたいと考えています。今後、大学
がさらに柔軟で持続可能な体制を構築していけるよう、引き続き協力していけたらと思っています。

なお今後につきましては、このような現在行わせていただいている「からふる」のプロジェクトの継続や映画鑑賞
会などの小さなイベントだけではなく、定期的な大規模なイベント、学内の学生に大きく周知できるようなイベント
の開催やガイドラインなどを宣言していただき、長期的な支援体制を明確化していただけると、今後大学において色々
な方が安心して学べる場所になるのではないかと考えております。
　プロジェクトの報告は以上です。ありがとうございました。
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「からふる」の皆さん、ありがとうございました。大学としての課題までご提示いただき、また大変活発な活動に我々
みな勇気をいただきました。ありがとうございました。

【司会：笹倉教授】

学生支援機構長　渡邉 順司 理工学部教授

閉会の挨拶7.

学生支援機構長　渡邉 順司 理工学部教授

甲南大学学生支援機構長の渡邉です。
あっという間の 90 分が過ぎてしまいました。ものす
ごく充実した内容の濃いシンポジウムだったと思いま
す。
本日講演いただきました望月先生をはじめ、講師の先
生方、どうもありがとうございました。また、学生さん
からも内容の充実した元気な発表をしていただき、また
スライドの制作やデータの分析にもかなりの時間を割い
ていただいたことと思います。どうもありがとうござい
ました。
本日のキーワードとしては、恐らく自分事として考え
るということ、そして関心を持つということかと思いま
す。私たち甲南大学では、KONAN プレミア・プロジェ
クトとして昨年度から D&I について取組んでおります
が、これまで本学になかったものを始めると、賛同され
る方も一定数おられるものの、どうしても急激な環境変
化となりますので、反発といいますか、ネガティブに捉
える方も一定数いらっしゃるかと思います。　

いずれにしても、自分の事として考えていただき、関心を持っていただくということは非常に重要だと思います。
最終的なゴールはなかなか遠いかもしれませんが、一人ひとりがそれぞれ心理的に安全・安心であることで、この大
学のキャンパスの中で学ぶ、仕事をする、教えるという諸行動ができるようになっていければと思いますので、是非
これからもご支援・ご協力いただけましたら幸いです。
また、本日のシンポジウムをご準備いただいた多くの皆様に厚く御礼申し上げます。どうもありがとうございました。

★お願い★

2025年度から始まる講義

『DE&I入門』を

是非受講して下さい！



これからも甲南学園・甲南大学はダイバーシティ＆インクルージョンに取り組みます

甲南学園は 2024 年 3 月 1 日に、ダイバーシティ＆インクルージョン宣言を公表しました。宣言制定はゴールではなく、ここからそ
の取り組みを本格化させ、実のあるものにしなければならないと考えております。どうぞ引き続き甲南学園・甲南大学の取り組み
を温かく見守っていただき、ご支援賜りますよう、お願いいたします。

KONAN Diversity & Inclusion Project とは

2023年に始動した KONAN プレミア・プロジェクトの一つ。甲南大学におけるダイバーシティ（多様性）とインクルージョン（包摂）
の取組を推進することを目的としています。マイノリティのおかれた状況を理解し、多様性を受け入れ包摂するキャンパスを目指
すことは、甲南学園創立者：平生釟三郎の説いた「共働互助」にもつながります。教職員の意識の向上、教育への展開、制度・環
境の整備へとつなげていくプロジェクトです。

甲南学園のダイバーシティ＆インクルージョンの取組
みは甲南学園のHP で紹介しています。シンポジウム等
のご案内も行いますので、ぜひご覧ください。

https://www.konan-u.ac.jp/konan_diversity/

〒658-8501 兵庫県神戸市東灘区岡本８丁目９－１

2024年度の取組み

◆

学生を対象としたアンケート調査、学生参加型の活動推進
・ダイバーシティに関する実態と意識についてのアンケート分析
・「多様な性を知る・学ぶ」ための図書プロジェクト（映画「カランコエの花」上映会を含む）　

D＆I の重要性・宣言の意味を考える基礎共通科目（2025 年度開講科目）の開講準備

2

3

大学の動き（KONAN Diversity & Inclusion Project)

◆ 大学の動き（KONAN Diversity & Inclusion Project)

・D&I研修の実施（教職員向け全体研修 及び 新任教職員向け研修）
・学内会議に関するルール作成

2025年度の取組み (予定）

◆ 法人の動き（D&I推進委員会）

D＆I の理解と意識を高めるための研修やシンポジウム、研究会等の開催
第 1回（7月 2日）
第 2回（9月 26 日）：「女子高生になれなかった少年が甲南大学に入学した頃　

～ DE＆I はどこまで進んだか～」 　佐倉 智美 氏（甲南大学非常勤講師）

：「わたしが、組織が、すすめる D＆I」　髙阪 亜弓 氏（株式会社三井住友銀行）

甲南大学基礎共通科目「DE&I 入門」2025 年度新規開講記念公開シンポジウム
第 3回（12月11日）：「ダイバーシティ＆インクルージョンについて学ぼう」

1

1
2
3

◆
2024 年 6 月　甲南学園ダイバーシティ &インクルージョン(D＆I ) に関するアンケート実施（学内教職員対象）
2024 年  7 月　第 1回甲南学園ダイバーシティ＆インクルージョン推進委員会実施
2024 年 12 月　学内会議に関するアンケート実施（学内教職員対象）
2025 年 2 月　ひょうご・こうべ女性 活躍推進企業認定制度（ミモザ企業）認定
2025 年 2 月　第 2回甲南学園ダイバーシティ＆インクルージョン推進委員会実施

法人の動き（D&I推進委員会）

　D&Iの理解と意識を高めるための研修やシンポジウム、研究会等の開催
学生を対象としたアンケート調査、学生参加型の活動推進
D&Iの重要性・宣言の意味を考える基礎共通科目『DE&I入門』の開講

甲南大学基礎共通科目「DE&I 入門」2025年度新規開講記念公開シンポジウム誌
編集：甲南大学プレミアプロジェクト「KONAN Diversity & Inclusion Project：彩り豊かなキャンパスの成長に向けて」チーム
発行：甲南大学学生支援機構事務局

2025 年 3 月


